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論文審査の結果の要旨 
終末期肥大型心筋症と拡張型心筋症は類似の臨床像を呈するが、前者は心筋線維化がより強
く予後不良である。心臓核磁気共鳴 ( MRI ) のガドリニウム遅延造影像は、心筋線維化とその分
布の評価に優れている。申請者は終末期肥大型心筋症と拡張型心筋症における遅延造影の分布
様式を比較し、鑑別診断における有用性と内服治療による左室機能回復、心事故発生との関連を
後方視的に検討した。 
心臓MRI と心エコー検査を施行した終末期肥大型心筋症 11例と拡張型心筋症 72例を対象と
した。MRIでは左室容積と機能、遅延造影像の深達度と分布を評価した。心エコーは MRI と同時
期ならびに 6 ヶ月以上経過後に実施されたものを用い、左室機能の変化を評価した。また最長 5
年間の心事故回避率を評価した。 
遅延造影像は、終末期肥大型心筋症全例と拡張型心筋症 48/72例 ( 67% ) に認めた。分布は
心室中隔中層が中心で、終末期肥大型心筋症では広範囲に及んだ。拡張型心筋症では、遅延
造影を認めない 24例、心室中隔に限局した 36例、広範囲に分布した 12例の 3群に分類可能で
あった。広範囲分布群では他 2群に比べ左室拡張末期径、収縮末期径が大きく、失神歴が多かっ
た。心エコーによる左室収縮能は、遅延造影がない群と心室中隔限局群では改善したが、広範囲
分布群と終末期肥大型心筋症では改善しなかった。5 年心事故回避率は、遅延造影がない群
92%、心室中隔限局群 74%、広範囲分布群 42%、終末期肥大型心筋症 42% で、後 2 者に差を
認めなかった。 
以上から申請者は、従来遅延造影が心室中隔中層に限局するとされてきた拡張型心筋症にも
終末期肥大型心筋症と同様に広範囲に分布する例があり、分布様式の検討は拡張型心筋症の予
後予測に有用であると結論した。 
審査委員会は、心筋症の遅延造影像の分布様式の検討という簡便な切り口を用い、臨床的に
重要な予後との相関を見いだした点で、本論文を高く評価した。 
以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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